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するだけ、 あとはお任せしました。

●レギュラー ・ メンバーである 3人について、 川嶋さんよりご紹介して頂けま
すか？
　ドラムとベースは 『哀歌』 の時と同じメンバーで、 ドラムの長谷川くん （長谷
川ガク） というのは、都内で行なわれたとあるセッションで一緒になって、終わっ
た後に、 かなりダメ出しをしてしまったんです ( 笑 )。 最初はどうしても相手を
聞いちゃうんですよね。 これにはいろいろな意見があると思うんですけど、 ま
ずは自分がどう思うかっていうのを伝えること。 自分の意見に責任を持つって
いうのがアンサンブルの基本だと思っているんで、 人がどう思うかっていうの
が先に来るようじゃダメなんですよね。 まず、 自分はこう思うって伝えて、 それ
がピタッと合えばこんな素晴らしいことはないわけで、 その素晴らしさを味わう
ためにやっているわけですから。 もし合わなかったら、 合わなかった時に考え
ればいいわけで、 とりあえずは意見を合わせるというように順番が逆になって
いることが多くて、 そんなことしてたら楽しくも何ともないですからね。 だから、
彼にそんなことを言ったんです。 でも、それを分かってくれて、凄く一生懸命やっ
てくれたんです。 だから、 彼が最も演奏のスタイルが変わりましたよね。 自分
から作るようになってくれて、 逆に毎回一緒にやる度に何かを期待させるよう
になってくれましたよね。 あと、 僕もかなり怒ったんで、 言った手前ちゃんと責
任を取らなければダメだと思ったんです （笑）。 それで、 暫く彼と一緒にやろう
と思って、 それが実を結んできたっていうことです。
　安田くん （安田幸司） は、 僕はこれまでいろいろなベースの人とやりました
けれど、 スタイル的にはとてもオーソドックスでボトムもあって吹きやすいです
し、 一緒に音楽をやる時はサックスとベースは全く正反対のポジションですか
ら、 それをちゃんと分かってくれますね。 人柄的に自分のポジションを分かっ
ているっていることは素晴らしいことだし、 あと、 彼だけが毎回演奏が終わっ
た後に 「どうでしたか？」 とか、 「何か悪い所なかったですか？」 とか自分か
ら必ず聞いて来るんですよね。 それは凄いと思いますね。 上手い下手は抜き
に音楽の話をちゃんと腹を割ってできる人ですからね。 今までそういうことを一
番強く感じられたプレイヤーっていうのが安田くんと長谷川くんの 2人だったっ
ていうことで、 それでずっとお付き合いが続いています。
　ピアノの田窪くん （田窪寛之） っていうのは、 スタイル的にはひとことで言えば
ふわっとしてて、 とても繊細なタッチなんですよね。 日本では割と勢いがある方
が好まれますから、 彼はその対極線にあると言ってもよいかもしれません。
でも、そういう所を比較するだけではなくて、ちゃんとこうやりたいと思うようにやっ
ているっていうこと、 特徴があるっていうことは凄いことなんで、 彼は今回のア
ルバムでもの凄い真価を発揮しましたよね。 凄く優しくて丁寧な部分を持ってて、
彼じゃないとこのアルバムはできなかったと思ってます。 凄く真面目ですし、 今一
番音楽の話ができるのが田窪くんですよね。 この 3人とのカルテットは僕にとっ
ては理想のバンドですね。 まあ、 やりたいようにやらせてもらっています （笑）。 
 
●アルバムの 1曲目を飾った 「サルヴェ ・ レジーナ」 はアドリブ一切なしとい
う前代未聞の曲になりましたね。
　あれはもう 1曲目しかないっていうくらい演奏が良かったんですよ！ （笑）。
前作の 『哀歌』 の時もそうだったんですけど、 1曲目に録る曲はだいたいア
ルバムの 1曲目の入れるんですよね。 なので、 だいたい録った順番にアルバ
ムに入っていますね。 長年やっていると自分の中で 「これは多分凄くいいもの
になる！」 っていう目論見があるものが分かるわけなんですけど、 まず録りた
いもの、形になるもの、今回の自分の方向性を示すものから録っていくんです。
それはなぜかと言うと、 とりあえず調子の良い時に録ろうかって言って、 混沌
とした曲を録っていたりするでしょ？　それでもしそのテイクが良くて、 演奏が
長かったりした場合、 残りの曲を調節して吹かなきゃいけなくなるんです。 凄
くいいんだけど長いんだよな～とか、 そういうテイクが必ず出てきて、 そうする
とそれに合わせて全体を作っていくっていうツギハギ作業になっていくんですよ
ね。 だから、 基本は後先考えないで録りたいものから録る！　食べたい物か
ら食べる！ （笑） っていうのが基本ですよね。 「サルヴェ ・ レジーナ」 に関し
ては、 だいたいこういう風になるっていう予想はあったんですけど、 ちゃんとバ
ンドでやったことなかったので実際に音を出すまでどうなるか分からなかったん

●このアルバムは川嶋さんにとって特別なアルバムになりましたね。
　メンバーはみんな僕より 10歳以上若いんですけど、 同じようなメンバーで以
前 『哀歌』 というアルバムを出したんです。 その時は僕がほとんど決めて仕
切ったんですけど、最近は付き合いも長くなってきて、みんなその道のスペシャ
リストなので、 今回はみんなに任せて意見を出し合って決めたんです。 昔から
4人くらいのユニットになると、 僕はだんだん吹かなくなってくるんですよ。 任
せるタイプなんです。 まわりが積極的にソロをやるんで、 昔は半分くらいしか
ソロを吹かなくなった時期もあったんです。 僕は音楽が好きなんですよ。 視点
があくまでもそこにあるんで、 音楽の一部として自分を捉えた時にバリバリ吹
きすぎるのだけというのが、 みっともないっていう感じが先に来るんですよね。
みんなががっちり吹けるのであれば、 自分は吹かなくていいっていう。 そうい
う美的感覚が自分の中に元々あったんです。 客観性を持っていたいというか、
マイルス ・ デイヴィスやキース ・ ジャレットのようにトータルで考えたいタイプな
んですね。 僕は元々クラシック少年だったんで、 クラシックってそのように淘汰
されたものですよね。 だから、 自分のカルテットではロリンズとかコルトレーン
のように吹きまくるということはできない時もあるんですよね。 それで無理やり
ソロやデュオをやったという経緯があったんです。 願わくば、 今回は自分はプ
レイヤーとしてでなく、 音楽家としての作品を作りたかったんです。 だから、 そ
ういう作品になっていますし、特別なアルバムになってますね。 また、ジャズっ
て長くやっていなきゃ分からない部分があって、 自分のキャラクターなどが分
からないと本当に表現できないんですよね。 これまでにアルバムの制作もいっ
ぱいやらせてもらったので、 こういうことをするとこういうことが起こる。 こういう
目に会う。 良いことも悪いこともあるんですど、 そういう発見がいっぱいあった
んです。 自分のサウンドに合った構成の曲、 メンバーもそうですし、 そういう
ものを発見できた状態で、 自然と僕のような年齢 45、 6歳くらいになると回り
を見てもみんな自分のキャラクターを理解していますよね。 そうすると自然とこ
ういう形になったという感じですね。 そういう意味でもかなり特別なアルバムに
なっていますし、 充実感もあります。

●今回 「月」 と 「陽」 というテーマにした組曲に取り組んだ経緯は？
　組曲に無理やりしようと思ったんではなくて、 「リハモ」 っていうのがあるんで
すよね。 （＊ここで川嶋さんが実際にピアノを弾いて 「リハモ」 を聴かせてくれ
た！）。 音楽の構造、 定義に対してどう取り扱いかを決めていき、 それがどの
ように変わっていけるかという可能性を試すことで、 それをやっていった時にア
イデアが 3つも 4つも出てきて、これはどれも捨てがたいから繋げて曲にしちゃ
おうという感じで仕上がったんです。 組曲は「月」を先に作っていたんですけど、
「月」 はイメージが暗めなんで、 反対に 「陽」 （＝太陽） はすごく明るいもの
ができれば面白いと思ったんです。試しに作っていたんですけど、もしレコーディ
ングするならタイミング的に今回しかなくて、 次回にするとまた大変な作業をや
らなければならないので、 やらせてもらえるなら今回一気に頑張って形にして
しまおうと思いました。

●このアルバムは川嶋哲郎のリーダー作というより、 正に “ 川嶋哲郎カルテッ
ト ”のアルバムという印象が強いですね。
　それは嬉しいですね。 自分よりも音楽が大事なんで、 この人こういう人なん
だって分かるよりは、 これっていい音楽だなあって思って欲しいんです。 例え
ばコンサートに行った時に、 そのミュージシャンが凄いとか、 どういう人かって
いうのはどうでもよくなって、 今日は本当にいい音楽を聴けて良かったなあっ
て思ってもらえる。 やっぱりそっちの方が上だと思うんですよね。 だから、 この
人凄いなあって思われていうるちはまだまだですよね。 そこに気が付いている
なら、 そうなるようにすることによって充実するわけで、 そうすることによって自
分が自分らしくなれると思いますね。

●今回はジャケットでテナー ・サックスを見せていないですね！？
　横田さん （フォーキャストミュージック代表＆プロデューサー） にこれにする
からって言われて、 「はい」 って言っただけです （笑）。 ピアニストにピアノを
任せるのと同じで、 デザインもみんなプロの方が手がけてくれていますから、
その道のプロがみんな自分の力を発揮して作り上げるものなので、 僕は演奏
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Jazz Interview　Vol.32
日本が誇るジャズ・テナー・マスター

これまで聴いたことがないアルバム！　これが 『祈り』 を聴いた後の率直な感想だった。 このアルバ
ムの 1曲目に収録されている 「サルヴェ ・ レジーナ」 は、 ジャズの世界、 ジャズのアルバムでは前
代未聞のアドリブ一切なしという衝撃のナンバー！　「月」 と 「陽」 をテーマにした組曲を挟んで奏で
られるシューベルトの 「アヴェ・マリア」。 そして、オリジナル・ナンバー 「ラメンテイション」 に続いて、
美しいフルートによるカッチーニの「アヴェ・マリア」がアルバムのラストを飾る。 この川嶋哲郎カルテッ
トの最新アルバム 『祈り』 ≪ 2012年 11月 7日発売　DDCZ-1838　定価 ： ¥ 3,000 （税込） ≫は、
川嶋哲郎が若手を率いて吹き込んだという単純なアルバムではない。 また、 リーダーだからと言って
バリバリとサックスを吹きまくるアルバムでもない。川嶋哲郎が “理想のバンド ”と語る現在のカルテッ
ト、 音楽について腹を割って語ることができる仲間と “音楽の素晴らしさ ”を表現した作品であり、 ま
たそれだけでなく、現代ジャズ・シーンに一石を投じるアルバムにもなった。 この渾身のアルバム 『祈
り』 リリース直後に、 日本が誇るジャズ ・テナー ・マスター＝川嶋哲郎に語ってもらった。
                                                 【2012年 11月 13日 「石森楽器」 にて　取材 ・文 ：加瀬正之】
≪★このインタビュー記事は 『The Walker's』の Facebook Page にのみ掲載されていたものですが、
好評につき、 また、 Facebook での表示に不具合等もあり、 今号で完全版掲載を決定しました。 ≫

川嶋哲郎 【Tetsuro Kawashima】

写真提供 ： フォーキャスト ・ ミュージック
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です。 でも、 いきなりやってみたら、 「凄い演奏になったなあ」 って思いました
ね。 テーマ設定だけなのにちゃんとジャズになっているっていう、 これは恐ろし
いことですよね。 何か凄みを感じます。 でも、いつかやりたかったことではあっ
たんですよ。 元々僕はこの曲を知らなくて、 それで横田さんから音源をもらっ
たんです。 曲そのものは僕は大好きで、 普通だったらそこにどうやってアドリ
ブを入れるかって考えるんですけど、 アドリブするとそれだけで 15分くらいで
すからね。 どうしたらいいんだろうと思って、いろいろやり方を考えた挙句、「何
もしない！」 ということになったんです （笑）。

●ジャズ ・ ミュージシャンとして大切なこと
　正直に演奏することですね。 ジャズっていうのはいわゆる言語なんですよね。
いろんな見方があるんですけども、 演奏するっていうのはジャズ語で喋るって
いうことだと思うんです。 例えば、 音楽学校などで勉強して一番になって、 そ
れで人前に立って演奏するっていうのが当たり前の時代になってますけど、 そ
うするとどうやったら一番になれるのか、世の中どうなっているのか、ニューヨー
クでこれが流行っているとか、 私は先生にこれを習ったとか、 私はこういうこと
を知ってますとか、 そいうことは声高らかに喋れるんですよ。 でも、 私はどう思
うんですっていうことは喋れないんですよね。 勿論、 その気になれば喋れるん
ですけどね。 正直に自分がいい、 自分はこうだっていうことは喋れないんです。
昔からすると今はジャズがたくさんの人に聴かれなくなっていると思うんですけ
ど、 それは何でかっていうと、 やっぱりつまんないからで、 何でつまらないかっ
ていうと、 ミュージシャンが知ってることしか言っていないからですね。 知ってる
こととか正しいことばかりを言っている人がいるとすると、 話を聞きたくならない
ですよね （笑）。 矢沢永吉が 「コンサートっていうのは、 言いたいことがあるや
つに会いに行く場所だ」 って言っていましたけど、 素晴らしいと思うんです。 言
語はいっぱい喋れた方が得だけど、 でも、 全然本質じゃないですね。 あと、 本
当に大事なことは、 そもそも 「自分がいいと思うものがありますか？」 っていう
ことですよね。 「正直に自分がいいって思うものを言ってみて」 って言った時に、
「正直、 ないんです…」 っていう話になると、 もうそれは演奏する資格なしって
いうことになってくるんですよね （笑）。 でも、 難しいのはそれがないからこそ世
の中どうなっているのかということを勉強し始めて、正しいことをもっとし始めてっ
ていうことになっているんで、 だから、 本当に大事なのはそっちかもしれないで
すね。 自分の意見を持つっていうか、 好みを持ちましょうということですね。 若
いうちはできなくてもいいんで。 できるできないではなくて、 僕は何が本当に好
きなのか知りたいんですよ。 それと、 ジャズは言語なんですけど、 言語だって
いうことは嘘もつけるっていうことなんですね。いろんな言葉をたくさん覚えると、
嘘もつけるようになってくるんですよ。 言葉のパラドックスって知っていますか？
　「私は嘘つきです」 っていうと、 この人は本当は嘘つきなのかどうなのかとい
うジャッジが出来ないんです。 「私は嘘つきです」 って言って、 それが本当だと
すると嘘つきだっていうことが嘘になるから本当だってことになるし、 それは本
当だっていうとそれは嘘になるし。 じゃあ「私は嘘つきです」っていうことを言うっ
てことは一体どういうことかっていうと、「何も言ってない」 ってことになるんです。
だから、 私は嘘をついているとか、 本当のことを言っているっていうことの言葉
に意味はないってことなんです。 それはつまり、 言葉っていうのは何の意味も
なさないっていうことなんですよ。 面白いですか？ （笑）　だから、 嘘をついて
いるかどうかっていうのは、結局その人が信用できるかどうかってことなんです。
いっぱいいろんなことを吹いても何の意味もないってことなんです。 演奏する人
はそこをもっと怖いと思わなきゃだめですね。 そういうことを全然知らないから、
嘘ついているようにしか聞こえなくて、 そうするとつまんないわけですよね。 つ
まんなければ聴かないわけです。 じゃあ、 どういう人が聴くかというと、 そうい
う技術を身に付けたい人がサンプルとしてそれを聴くっていうことですね。「ああ、
こうやると嘘つけるんだ」 とか、 「参考になるな～」 とか、 そういうことを勉強し
たい人だけが聴く音楽に変わっていって、 結局ジャズは隅っこに追いやられる
と僕は理解しています。 言い過ぎましたかね （笑）。

●現在のジャズ ・シーンについて
　ジャズを作っている人とかジャズを演奏している人とか媒体が、 ジャズってい
うのは難しくて、 分かる人にしか分からないものなんだっていう風に作り上げて
いている部分はあると思いますね。 でも、 ジャズも音楽なんで昔のマイルスと
か、 ロリンズとか、 そういう人たちの演奏を聴くとやっぱりいいですよね。 ラー
メン屋とかでかかっていても難しいとか思わないですよね。 それってやっぱり
音楽が素晴らしいっていうことだと思うんですよ。 そういう大事なところが抜け
ちゃってますよね。 言語として難しいものであることは間違いないんですけど、
でも、 その難しい言語を使って感動を表現することはできるはずなんです。 難
しいのはジャズのいいところなんで残しておいてもいいんだけど、 言葉を難しく
したって人を感動させることはまた別なわけで、 何かそういうことが置き去りに
なっていますよね。 だからこそ、 スムースジャズとか、 そういう簡単な言葉で
簡単なことを言うっていうのが逆の勢力として繁殖しているっていうイメージは
ありますよね。 だから、 僕は何とかしてそういうものを取り戻したなっていう気
持ちがあるんですけどね。 それが、 今回の 1曲目とかに出ていると思います。
難しい言葉を喋ってないっていうか、言語としてはむしろ何も喋ってないわけで、
アドリブがないわけですからね。 ある意味、 相当ジャズという音楽に対し反旗
を翻すというか、 アドリブを否定する行為ですからね。 そんなことに意味はな
いって言っているわけですから （笑）。 でも、あの 1曲目とか聴いて、普段ジャ
ズを聴いていない人とかにも分かりやすいと思うんですよ。 逆にこれを聞いて
「こんなのジャズじゃない！」 とかいう人も多分出てくるでしょうし。 まあ、 全然
それはそれで仕方がないと思いますけどね。 音楽として素晴らしければいい
わけで、 そういうものがジャズであって欲しいし、 今後はそういうものを作って
いきたいと思いますね。
 
●来年計画していることはありますか？
　仕事は来たものをやっていくって感じですけど、 制作に関しては横田さんと次
どうしたいかっていう話を一応しています。 みんなが知っているような日本の童
謡とか唱歌なども昔から取り組んでいるんですけど、 難しくアドリブをするんじゃ
なくてね。 でも、そうすると企画ものみたいに扱われる可能性も高いんですけど、
そこは勝負ですよね。 ソロではそのようなことをやってきているんで、 やっぱり
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バンドでやりたいですよね。 今回の 1曲目みたいなノリで、 音楽としてそれを音
色で聴かせるとか、 そういうものをぜひ作っていけたらいいなあって思います。

●川嶋さんの夢は？
　夢、ですか （笑）。 こういうことができたらいいなっていうのは、コンサートホー
ルみたいのを作って誰にも邪魔されずに毎日そこで演奏することですね。 僕が
何で会社員をやめて （27歳の時に） この世界に入ったかっていうと、 自分か
ら出る音、 音楽をもっといいものにしたかったからなんです。 音楽が大好きな
んで、 自分から出るものが汚いのが許せなかったんです。 それをなんとかし
たくてしょうがなくて、 スキルをとにかく上げたかったんですよね。 そのために
はこれを職業にして一心同体となって、 それが良ければお金が入ってくるって
いうところまでやった方が結局いいんじゃないかと思って始めたわけです。 だ
から、 これで食っていきたいとかは思ってないんですよね。 こういうこと話して
いいのか分からないんですけど…。 音大とかで教えていますが、 みんなこれ
で食っていきたいって思ってますよね。 そうすると、 これで食っていくためには
どうすべきかていうことが逆算にあって、 そういう生き方をしていくわけですけ
ど、 そうするとつまんないプレイヤーになって、 そういう人の演奏は誰も聴か
なくなって生きていけなくなるっていう順番がだいたい待っているわけです。だっ
て、 何とかしてこれで食っていくっていう人が目の前で演奏してたとして、 それ
をみんなお金払って聴こうと思わないんですよ。 何とかしてそれで食っていこう
というだけでやっているわけだから、 それだけが夢なんだったら、 そんなもの
に付き合っている暇はないんでね。 ただ、みんな何を聴きに来るかっていうと、
「ちょっとでもいい演奏したい！」 「ちょとでもいい上手くなりたい！」 「成長した
い！」 と思って、 それだけのために一生懸命演奏している人がいたら、 そこ
にやっぱ夢を見させてくれるわけだから、 たとえちょっと下手だったとしてもそう
いう風にしている人の演奏はみんな聴きたいと思うし、 そこにお金を払うと思い
ますよね。 だから、 それもパラドックスというか、 凄く難しい所ですけど、 何と
かして生きていきたいと思っている人っていうのは生きていけない人なんです。
僕の経験上だいたいは （笑）。 そうでなくて、 生きていけるかどうかに関して
言えばもう生きていけるように生きていく。 100円しかもらえなかったら 100円
で生きていけば生きていけるわけで、 それが 10万円だったら、 10万円の生
き方をすればいいということだけなんで。 生きていけるかどうかっていうことは
どうでもいいことだって話になるわけなんですよね （笑）。 最初に言ったように、
外側に対する夢としてはコンサートホールみたいのを作れたらいいなとは思う
けれども、 でも、 それはやっぱ本当のことではなくて、 いい演奏がしたいんで
すよね。 それが夢ですね。 そう思っていないとお金も入ってこないんですよ、
結局。 冗談抜きにそれだけでいいんですよね。 あとは別に何も必要ないんで
す。僕は音楽の素晴らしさを伝えたいと思って世の中に対して接しているので、
一人のプロのミュージシャンとしてはそれが一番の目標なんですよね。 うーん、
言葉として表現が正しいかは別ですが、 そんな感じです （笑）

●最後に、 川嶋さんのファンと The Walker’s 読者に向けてメッセージをお願
いします。
　この作品を通してもっと音楽が好きになってくれたら嬉しいですね。 「クラシッ
クがこういう風になるんだ！」 っていう驚きとかもあるし、 「アドリブがなくても
こんな風になるんだ！」 「テナー ・ サックスってこんな音が出るんだ！」 とか、
この作品を通してひとりでも多くの方にそういう音楽の素晴らしさを分かっても
らえたらそんな嬉しいことはありません。

川嶋哲郎カルテットの最新アルバム

フォーキャスト ・ ミュージック 
DDCZ-1838　
￥3,000 (tax in)

2012年 11月 17日発売

祈り

川嶋哲郎カルテット

【川嶋哲郎 Official Web Site】
http://tetsurokawashima.com/


